



Shakespeare's Place-Names Commentary : Macbeth













This commentary is designed to treat the names of places in Shakespeare's 
plays. Although the names of places are formally noted in many editionsフthey
are summarily dismissed-usually in a line. The names of places stand in the 
background of the natural environment， and they are closely related with history 
of man. 
This commentary is attempted in the belief that knowledge of the names of 
places is an important step for understanding human works in many五elds-
especially in literature. 
The text used in the preparation of this commentary is that of th巴 L1rden
Shakespeaγι 
To-morrow， and to】morrow，and to-morrow， 
Creeps in this petty pace from day to day， 
ィ1'0 the last sy llable of record巴dtime， 
And al our yesterdays have lighted fools 
The way to dusty death. Out， out， brief candle ! 
Life's but a walking shadow; a poor player， 
That struts and frets his hour upon the stage， 
And then is heard no more: it is a tale 
Told by an idiot， full of sound ancl fury， 






































1. the western isles 1. i. 12 
現在のへブリディーズ諸島 Hebridesである七へブリディーズ諸島はスコ
ットランドの西海域大西洋上に浮かび (N55.35-58.30 W 5.26-8.40)，総数で
500以上の島唄からなる群島である。 群島は小ミンチ LittleMinchを以っ
* この諸島はプリニイ GaiusPlinius Secundus (23ー79フローマの博物学者)やトレエー





ノレ島 Mullその他)，遠くを「外へブリディーズJOuter Hebrides (群島最大の島
ノレイス Lewisその他)とに両分する。 島の全長は「外へブリディーズ」の最南














Fingalの名をとり， ブィンカ、ルの洞窟 Fingal'sCaveというが， これはス
タップァ島 Sta妊aにあり，古ノルウエ一語で‘theisland of pillars'の意で，
1772年までは知られなかった海鳥とアザラシの生棲地であった。この洞窟は
長さ 227ft，幅 42ftで干満以外の普通の潮位の時で水面から 66ftある六角
形の玄武岩からなる大巌窟である。 この大巌窟はメンデノレスゾーン出が 20
歳の 1829年 5月，第一回のイギリス訪問の際にここを旅して楽想を得て出来
た序曲「フィンガルの洞窟JFingals Hohle (Die Hebriden)で更に有名と
なっている。曲はこの孤島の美しくて淋しい風景をよくあらわし，大作曲家


























(1) 認その出づる時， シモンといふクレネ人にあひしかば， 強ひて之にイ
エスの卜字架をおはしむ033かくてゴルゴタといふ処， 民Ilち商穫の地にいた
りAndwh巳nthey were come unto a place called Gol' gδ【tha，that is to say， 







エスをゴルゴタ， 釈けば潤骸といふ処に連れ住けり。 Andthey bring him 




ノレ語にてゴノレコタ)といふ処に出でゆき給ふ。 Andhe bearing his cross went 
forth into a place called the place of a skull， which is called in the 





(ギリシャ語訳) Kα[， orε hNJoνe7t  TらνroπoνTbkαAouμενoνKραν[0ν. 
(ラテン語訳) Et postquam uenerunt in locum qui uocatlJr Caluaria，' 
(英語訳) And when they were come to the place， which is called 
Calvary， 
しかし英語聖書でもこの calvaryを使っているのは A.Vだけで他はそれを
使わず，ただその意をつけて skullとしている。 Andwhen they came unto 










むJThis title then read many of the Jews; for the place where Jesus 























ンファームリン Dunfermline，カーコーディ Kirkaldyの諸都市である。 ダ
ンファームリン市はフオース湾 Firthof F orth (ー名 Firthof Edinbugh)にか
かるイギリス最長，世界で6番目に長いツリ橋 (2.5k) フオース・ロード・ブ
リッヂ注3を経てエジンパラ市に通ずる。 このダンファームリン市はカーネ
ギ-Andrew Carnegie (1835-1919)の出身地である。 カーコーディ市はア





という町がある。ここはデフオー DanielDefoe (? 1661-1731)が書いた「ロ
ビンソン・クルーソ冒険談JThe Llfe and Strange SurアrisingAd'Ventures 







毎年行なわれる 11月30日の「聖アンドルーの日JSt. Andrew's Day は宗
教的意義よりも競馬やその他スポーツなと、が盛んに行なわれる。またここに
は1411年創立というスコットランド最古の大学があり，この大学を 1880年





ドカ、 Edgar，アレキサンダ一世 Alexander1，ダピィド一段 David1，マルカ
ム回世 MalcolmIV，アレキサンダ一三世 AlexanderIII，ロノミート王 King
Robert the Bruceなどスコットランドの王を上塑葬してある Dunfermline
Abbey (Abbey Church)がある。また先述のカーコーディ市からラーゴウ市





夕、ー ンリ LordHenry St巴wartDarnley (1545-67)注5と初めて会い，二人は五
カ月後に結ばれたゆかりの城である。東ウィーミス、から少し東にある廃墳は
「マクダフの域JMacdu妊'sCastleとして知られている。
4. Norway 1. i. 52 省略
5. Cawdor 1. i. 54 北緯57.32 西経3.55
スコットランド北東部の沿海州であるネアン州 Nairnshireにあり，その














That very frankly he confess'd his treasons， 
Implored your highness' pardon and see forth 
A deep repentance: nothing in his life 
B巴camehim like the leaving it; he died 
As on巴 thathad been studied in his death 
To throw away the dearest thing he owed， 







































































交易が盛んで一名 'theChicago of the 
Middle East'ともいわれている。町は
図 2 法に固まれた古代の citadel(城塞)の他に
丸尾根，回教寺院(モスク)，その尖塔などが並び，東方における美しい都市
の一つに数えられている。




























































From County-Hill witches were rolled in stout barrels through 
which spikes were driven. Where the barrels stopped they were 
(192) 
「マクベス」地誌考 337 
burned with their mangled contents. This stone marks the site of 
one such burning. 
9. Glamis 1. ii. 71 北緯56.37 西経3.01
スコットランド南東岸のアンガス州 Angus，テエイ湾 Firthof Tayアに面
する夕、、ンディ市 Dundeeの北約13km，ブオフア Forfarの町の南西8kmに
















夜の経験を Letterson Demonology and Witchcraftとして発表してし、る。



















心でもあって，ー名‘theCapital of the Highlands'と呼ばれ，また周囲の風
物と街の建物の美しさ， 特に夏は白夜(ハグヤ)をたのしむ観光のメッカであ
る。ここは 3世紀頃からピクト族の占めるところで主要な要塞の地であっ
た。 565年に St.Columbaはピクト王ブ、ルード Brudeをキリスト教に改宗
させるためにこの地に入ったといわれている。
ネス河を見下ろすオールト・カースルヒル AuldCastlehill (auld = old)と
いうところにはシェイクスピアがマクベスの居城とし，ダンカン王を殺した
という木造の城が昔はあったが，ダンカン王の息子マノレカム三世 Malcolm
Canmore (r. 1058-1093)が 1057年に父の仇マクベスを討った時にこの城を
壊わしたとされている。 マルカムの息子ダピッド David1が丘の別のとこ
ろ，現在の CastleHillに新しい城を 1140年頃築いたが，これは 1307年にロ









11. Colmekill I. iv. 33 





らIonaに誤記されたとされる。 563年に St.Columba (注9参看)が，何の
理由からか不明であるが， 12人の使徒と共にここに上陸して修道院を建てた
が， これは 9世紀にデーン人の侵攻で、焼失した。 11世紀にスコットランド
王マルカム・ケンモア (10項インヴアネス参看)の妃 QueenMargaretにより再










羨むに足らない」と注170 1773年 10月20日 水曜日のことである。
12. Scone II. IV. 35 




Road にある。現在の Sconeは OldSconeの東，パースの北東約3kmのア
パーディーン道路 AberdeenRoadにある。 OldSconeは古くからスコット
ランド国王の居城のあったところで，それは SconePalaceと呼ばれ，ティ川
R. Tayの左手の丘にあったが， ジョン・ノックス注目により 1559年に壊され
た。この宮殿で 13世紀噴までスコットランド王は戴冠式を行なっていて，




(別名 theChair of St. Edward)の下に置かれているが， 1950年にこの石が盗ま
れて大騒ぎになったが，幸いすぐ発見されて，もとの場所に収められた。
この石についてはいろいろの伝統があって，長さ 26インチ，幅 16インチ，
厚さ 11インチのこの石はヤコブ Jacob注目が Bethelと命名した土地で、夢を









If Fates go right， where'er this stone is found， The Scots shall 
monarches of that realm be crowned. 
13. England I. iv. 137 省略
14. Ireland I. iv. 138 省略
15. Russian II. iv. 99 省略
(196) 
「マクベス」地誌考 341 
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18. Birnamli20 IV. i. 93 北緯56.33 西経3.35
パースからモータウェイ 9を約25km北上するところに夕、ンケルト Dun-
keldという静かな町がある。ここは 'fortof the Celts'といわれ，これは815
年にアイオナ (1項参看)からきたケルトの僧のためと， St. Columba (6項及び
注9参看)の聖遺物(形見)を納めるための寺院が建てられたことによるもので
ある。ここから南に広がる高さ 1324ftの丘が BirnamHillである。 役塵か
ら全く離れた，まことに静かなところで，夏の絶好の保養地である。
19. Dunsinane IV. i. 93 
パースからモータウェイ 94を北東に上って New Scone (12項参看)を過ぎ，
約 10kmのところにパノレベギイ Balbeggieの町がある。その右手にサイド
ロー・ヒル SidlowHillsの展望をたのしむことが出来るが，この南西端にの
びるところが夕、、ンシネインの丘 DunsinaneHill (1012 ft)である。 ここには
マクベスの城と称される民族的古墳が残っているだけである。バーナムとの
距離は約 20kmである。
20. Scotland IV. ii. 7 省略
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1 スコットランドのニシン漁が初めて記録に現われたのは 1153年で，アイノレラソ












2 メンテ‘ノレスゾー ン JacobLudwig Fe!ix Mendelssohn Bartholdy (1809-1847)は
イギリスで好意をもたれたドイツの作曲家で， 1829年と 1832年の二度渡英している。彼
にはイ短調の「スコットランドJSchottischeという交響曲があるが，これも第一回の渡英









年にカナダのセント・ローレ γス川 St.Lawrence R に架設されたケヘツク橋 Quebeck
B が再度も失敗していることからも推測されえよう。工事はブアウラ SirJohn Fowler 
(1817-98)がベーヵ SirBenjamin Baker (1840-1907)の補佐でなされ，全長約 2.4k，使
用剛材38，000tといわれる。この橋のタイプは挫架橋または肘木橋(ゲノレパートヲス橋)と
称されるもので，二つの最大支聞は 1，710t (521 m)である。ケベツク橋が出来るまでは世
界最長大の橋であった。
4 聖アンドノレ-St. Andrewはシモン・ベテロ SimonPeterの兄弟。カリラヤのへツ
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(1) Th巴 Orderof the Thistle (アザミ勲章)は彼を記念するもので， 787年に早くも
設けられたというが，ジェームズ五世が 1540年に制定し，その後数回改訂されたという。
これは英国の王族以外は僅か 16人のスコットランド貴族が叙せられる TheOrder of the 
Garter iこ次ぐ勲章である。
(2) St. Andrew's Cross.彼が最後をとげた十字架をかたどる聖旗で，青地に X形の
白十字をあらわす。
(3) 上記 (2)の青地に X形の白十字が，ィ γグランドの守護聖，聖ジョージの十字(白
地に赤十字1とアイノレランドの守護聖，聖パトリックの十字(白地に赤の X形十字)とに組
合されて，イギリス国旗として 1801年 1月に公布された。
(4) St. Andrew's Day (330頁参看)。











6 rマクベス」 旺文社 昭和43年。
7 ガイ・フオークス (1570-1606)。彼が中心となって企てられた GunpowderPlotの
未遂事件を記念するため，議会は当日を A holiday forever in thankfulness to God 







Gunpowder treason and plot， 
1 see no reason 
Why gunpowder treason 
Should ever be forgot ! 
Guy Fawkes， Guy， 
Stick him in the eye， 
Put him up a chimney， 






8 前述(注 5)のようにスコットランド王メアりとダーンリの関に出来た一子で， また
へンリ七世の女マーガレツト二テューダの曾孫に当るスコットランド王ジェームズ六世






由なる王と臣民の間における相互義務J(True Law of Fre巴Monarchiesor the Mutual 
Duty betwixt a free King and his Subjects)なる政治論文を著わしている。尚「欽定
訳聖書J(The Authorized Version of the Bible)はジェームズ一世の勅命でなされたこ
とは衆知のことである。
9 St. Columcille，あるいは St.Columbanusとも綴られる。 521年アイノレランドの





10 ドノレの起りは 1519年ボヘミア Boh巴mlaの Joachimsthalというところで採掘さ
れた銀を鋳造したに始まる。一方「マクベ九」はマクベスが夕、ンカンを殺した 1040年が中
心的時代であるから，この一万ドノレというのはシェイクスピアのアナクロニズムである。




金で平和を購わんとした。 991年から 1012年まで，4固にわたって総計 11万8千ノミウント、
を正貨で支払ったが，これはその都度人民の負担に課せられた。これが史上重要なデーン
ゲノレド Danegeld地租なのである。
12 生没年不明 (C.360-C. 432)0 St. Niniasとも綴られる。また St.Ringanともいわ
れる。ソノレウェイ湾 SolwayFirthで生まれたとされる。ローマに巡礼し，そこで修行し，
その帰途ウイットホーン Whithornに教会を建てた (397年)。その蟹が白かったことか
ら明lhitehouse of St. Ninian'と呼ばれたが， これはスコットランドで初めての石造
りの漆喰仕上げの教会であった。この教会は爾来多くの巡礼者の訪れるところとなり，そ
の中には， ロパート・ブノレース (10項及び注 16参看)，ジェームズ三世，回世，特に五世は
毎年この教会に巡礼したとのことである。
13 ジョンソン SamuelJohnson (1709-84)はフランスアカデミーがその国語辞典を作
るのに 40人の編集員を動員して 40年もかかったということを馬鹿にして，自分は 1人で
1，600人分を 3年でやるのだと豪語して，とうとう 1755年に TheDictionary of the Eng-
lish Languageとし、う辞書を縞したが，その中の 'Oats'の定義に「イングランドでは馬
の食物だが，スコットラ γ ドでは人聞の食物JA grain which in England is gen巴rally
given to horses， but in Scotland supports the people.を与えたことなどから，彼が
スコットランド嫌いであったといわれているが，彼はこの辞書を編するのに 6人の弟子を
使ったが，その 5人まではスコットランド人であって，その上ジョンソンは彼等の面倒を
よくみたといわれている。(福原麟太郎，学鐙 Vol-64No. 9) 
14 “At Fores we found good accommodation， but nothing worthy of particular 
remark， and next morning entered upon the road， on which Macbeth heard the 
fatal prediction; but we travelled on not interrupted by promises of kingdoms，一
(Samuel Johnson， A Journey to the Western Islands of Scotland， Printed for W. 








ランドで神聖なる伝統を持っている 'theStone of Scone'をウエストミンスターに持ち
帰ったのは。エドワードのスコットランド征服は逆にスコットランド人に強い反抗を引き














17 “That man is little to be envied， whose patriotism would not gain force upon 
the plain of Marathon， or whose piety would not grow warmer among the ruins 
of Iona?" (Samuel J ohnson，。ρ.cit. p. 347) 
18 J ohn Knox (1505-1572)スコットランドの宗教改革家，政治家，歴史家。 1522年
グラスゴー大学の出身といわれる。 1547年から宗教改革に身を投じ，同年セント・アンド
ルーズ城に立てこもり，その落城後フランス軍般に捕われ，プランスに送られたが， 1549 
年に釈放された。 1554年にヂュネーブでカノレヴイン JeanCalvin (1509-1564)にあって












20 Birnamの綴りは第4フオリオでは Birnam と一定であるが， F1 では Byrnam
(IV. i. 93)， Byrnan (IV. i. 98， V. i. 5)， Byrnane (V. ii. 2， V. v. 34， 44)， Birnane (V. 
ii. 60， V. iv. 3)とまちまちである。 F2では Byrnam(IV. i. 93， V. ii. 2， V iv. 3， V. 
v. 34， 44)， Byrnan (V. i. 5)。れは Byrnam(IV. i. 93， V. v. 34，44)， Birnam (V. i. 
5， V. ii. 2， V. iv. 3)。
(204) 
